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（2）Ci   andrai      tu stesso. 
      直・未・２・単 行く 
   「君は自分でそこに行くのだよ。」 




Dardano & Orviero（1979），Moretti & Trifone（1985），Serianni（1989）がともにイタリア
語の直説法未来が＜命令＞として表現されることをのべている。この中でもっとも詳しく




Moretti & Trifone（1985:53）を筆者訳 
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アンケートは 2004 年 12 月～2005 年１月の間、電子メールを通じて行った。媒介言語はイ
タリア語である。インフォーマントはイタリア語を母国語とするイタリア人男性 7 名、女
性 2 名計 9 名である。9 名とも 2005 年 1 月現在イタリアに在住している。 
 
                                                        
4 ＜命令＞表現については人称別に分析する。 
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4. 用例の分析結果 
 直説法未来の形式の総数は 505 例、命令法現在の形式の総数は 841 例であった。直説法
未来の形式 505 例を用法別に分けると以下のようになる。 




＜命令＞ ＜勧誘＞ ＜その他＞ ＜未来における動作・状態＞ 計 
計 48 24 3 430 505 
 直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞表現と命令法現在を比べると以下のようになる。 
 
表 2 直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞表現と命令法現在 
 ＜命令＞＜勧誘＞表現 
直説法未来 命令法現在 
計（％） 72（7.9％） 841（92.1％） 





















                                                        
5 ＜勧誘＞を表す一人称複数形が日本語訳では＜命令＞として訳されていた。 
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a.命令法現在三人称 Ci vada. 
b.直説法未来三人称 Ci andrà. 
c.直説法未来二人称 Ci andrai. 
 次に、以下の A，B の質問に答えてもらう。 
A： a，b，c，のそれぞれが＜命令＞の表現となり得るかを問う。以下の選択肢であては
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B：A で「4」と答えた 6 名にのみ、“a”,“b”,“c”の中の「丁寧さの度合い」を問う。 
  “a”,“b”,“c”の中で形式的（formale）6なものの順に並び替えた次のうち、一番適
当なものを選んでもらう。 
1. a＞b＞c  3. b＞a＞c  5. c＞a＞b  7. 形式の差はない 

















 A の結果から、“a”については全員＜命令＞を表すと判断している。また 9 名中 6 名が
「“a”,“b”,“c”の 3 つとも命令を表す」と判断しているが、3 名が「“b”は命令を表
さない」と判断した。うち 1 名は「“c”も命令を表さない」と判断した。このことから、
直説法未来の＜命令＞表現があまり使用されていないことがわかる。 










a.命令法現在二人称単数  Ci va'  l'anno prossimo. 
   b.直説法未来二人称単数  Ci andrai  l'anno prossimo. 
で表す。「一年後」という明らかに未来の副詞は、命令法現在と共起しにくく、直説法未
来の＜命令＞（命令法未来）と共起しやすいことがいえれば、両者の間に「現在時制」と






























D：C で「3」と答えた 4 名にのみ“a”，“b”についての使用状況を問う。以下の中から適










の両者ともに共起できると判断したのが 9 名中 4 名だった（「3」）。よってこの 4 名は、
命令法現在と直説法未来（命令法未来）の間に「現在時制」と「未来時制」の差を感じて
いないことになる。 
 D の結果では、C で「3」と答えた 4 名中 1 名は“a”の命令法現在＋「一年後」は＜命
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